
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

   

 

 

in千葉 

日時 令和2 年2 月1 日（土） 

午後 1時 30分～4時 30分（開場 午後 1時） 

会場 千葉聴覚障害者センター  
3階 多目的ホール 

主催 社会福祉法人千葉県聴覚障害者協会 

共催  千葉県手話通訳問題研究会 

    

 

 

 
 

聴覚障害児の早期における言語習得のあり方は、聴覚活用から手話の導入、さらに人工

内耳の普及が進むなど、大きな変革期のただ中にあります。 

このフォーラムではこうした現状を踏まえ、基調講演では、幼児期から手話を取り入れ

ている大塚ろう学校の実践についてお話ししていただきます。 

その後、パネルディスカッションを行い、聾学校の現状と課題について話し合います。 

 

基 調 講 演    13：40 ～ 14：40 

 

「幼児期における聴覚障害児の 

様々な指導方法」 
講師 江川 麻貴 氏 

（大塚ろう学校幼稚部教諭）   

 

パネルディスカッション  14：50 ～ 16：30 

 

パネリスト：江川 麻貴氏・千葉聾学校教員（依頼中） 

ほかに指定発言者・助言者が参加／コーディネーター：教育部 
 

お知り合いの方をお誘いあわせの上ご参加ください。お待ちしています！ 

お問い合わせ：千葉聴覚障害者センター 企画室（担当：高橋・岡村） 

FAX：043－308－5562  TEL: 043－308－6372 

 

 

ご案内  


